
東小室ピット東面 生痕化石写真 東小室ピット東面 生痕化石写真（解釈線入り）

下写真範囲

←Ｎ Ｓ→
【生痕化石写真】

東小室ピット 東面写真
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SK

YH-1

ボーリング調査（八幡付近） YH-1，八幡露頭

○Dランクのリニアメント・変動地形の北方に分布する中位段丘Ⅰ面のうち，八幡露頭において，海成堆積物（淘汰の良い砂層）とそれを覆う赤褐色土壌中にK-Tz，
SKの降灰層準を確認した。また，YH-1孔において，海成段丘堆積物を確認した。

位置図

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

八幡
露頭

断面図凡例

（褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）
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火山灰分析結果（八幡露頭）

【火山灰分析結果（八幡露頭）】

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号YM-19

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる火山ガラス

（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる火山ガラス

（採取地：島根）

■ 試料番号YM-19におけるSKの火山ガラスの主成分
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（3）富来川南岸断層南西方の地形面調査



全体調査位置図

福
浦
港

調査位置図

富
来
七
海

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

500m0

七海北部

生神北部 生神南部

牛下

巌門

七海南部

生神中部
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七海北部 Site 1（コア写真・柱状図）

柱状図

Site 1 （孔口標高48.93m，掘進長15m，鉛直）
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コア写真（深度0～15m）
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ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

14 15

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1km0

下図拡大範囲

火山灰
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火山灰分析結果

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号8.50-8.60

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号8.50-8.60におけるSKの火山ガラス

七海北部 Site 1（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N01（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N01（孔口標高47.75m，掘進長13m，鉛直）
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ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1km0

下図拡大範囲

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

火山灰
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火山灰分析結果

七海北部 ST-N01（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N02（コア写真・柱状図）

ST-N02（孔口標高47.81m，掘進長3.6m，鉛直）

2

0

1

深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～3.6m）

3

2

1

3

4

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

※深度1.0～1.1m間と2.0～2.1m間は，コアサ
ンプラーの打撃によりコアが圧縮されて
隙間が空いた区間。

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1km0

下図拡大範囲

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

柱状図

（0.20m～0.40m）
K-Tz混在

火山灰

（2.6m～2.7m）

SK
凡 例
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火山灰分析結果

K-Tz混在

七海北部 ST-N02（火山灰分析結果①）
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火山ガラスの主成分分析結果：試料番号A-26

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号A-26におけるSKの火山ガラス

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号A-02

♦ 試料番号A-02におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

七海北部 ST-N02 （火山灰分析結果②）
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七海北部 ST-N03（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N03（孔口標高47.58m，掘進長14m，鉛直）
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露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
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ST-N09
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ST-N02

火山灰

2.4-1-22



火山灰分析結果

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号5.20-5.30

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号5.20-5.30におけるSKの火山ガラス

七海北部 ST-N03（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N04（ピット写真・柱状図・火山灰分析結果）

←S N→

ピット写真（ST-N04）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

柱状図

凡 例

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

火山灰分析結果 2.4-1-24



七海北部 ST-N05（ピット写真・スケッチ・火山灰分析結果）

スケッチ

←NE SW→

ピット写真（ST-N05）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

火山灰分析結果

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

標高

48m

47m

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02
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七海北部 ST-N06（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N06（孔口標高44.23m，掘進長12m，鉛直）
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凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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ST-N03
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ST-N02

火山灰
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火山灰分析結果 火山ガラスの主成分分析結果：試料番号4.30-4.35

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号4.30-4.35におけるSKの火山ガラス

七海北部 ST-N06（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N07（露頭写真・柱状図・火山灰分析結果）

←S N→

露頭写真（ST-N07）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

火山灰分析結果

柱状図
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七海北部 ST-N08（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N08（孔口標高34.66m，掘進長6m，鉛直）
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凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

火山灰
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七海北部 ST-N09（ピット写真・柱状図）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

←NE SW→

ピット写真（ST-N09）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

柱状図

凡 例

標高

46m

44m

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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ST-N07
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ST-N09

ST-N04

ST-N02
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七海北部 ST-N10（露頭写真・柱状図・火山灰分析結果）

露頭写真（ST-N10）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

火山灰分析結果

柱状図

凡 例

←SW NE→

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

Site 1
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ST-N07
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ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02
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柱状図

←SE NW→

露頭写真（ST-S01）

火山灰分析結果

七海南部 ST-S01（露頭写真・柱状図・火山灰分析結果）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

ST-S03
ST-S02

ST-S01

ST-S05

ST-S04
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七海南部 ST-S02（コア写真・柱状図・火山灰分析結果）

ST-S02（孔口標高30.41m，掘進長6m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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下図拡大範囲

凡 例
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火山灰分析結果

火山灰

柱状図
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